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１ 学びの構想
学習過程の中で子どもが学びを実感する
本単元では，まず身のまわりにある物に目を向け
て，自分たちなりに根拠を持ち分類することから始
める。家庭でのごみの分別を想起しながら，生じた
疑問を一つずつ丁寧に解決しながら検証し分類して
いく。金属と金属でない物との違い，金属にも鉄，
銅，アルミなどの種類があり，それぞれ固有の性質
や特徴があること，またそれを活かして生活の中で
利用されていることを知る。プラスチックについて
もそれぞれ区別でき，加熱したときの様子や密度の
違いを調べたり，炎色反応を見たりしながら特徴や
性質に違いがあることを学ぶ。さらには，外見は同
じに見える白い粉でも，水への溶け方，結晶の形，
熱による反応など，それぞれ特有の性質があること，
反対に見た目は違っても性質が同じ物があることな
どを，実際に検証することで実感していった。
子どもたちの中に芽ばえた「矛盾」や「疑問」を
明らかにして，探究する楽しさを感じとらせること
が，「学びを実感する」ことにつながると期待して
構想した。
追究の足跡を綴ることで，学びをつなぐ
この単元は，化学領域の第一歩である。まず，子
どもたちにはリトル科学者となって解明していくこ
と，自分自身や仲間がどのように追究したかがわか
るよう丁寧にノートに記入しておくことを伝えた。
不思議に思ったこと，新たな発見や疑問，感じたこ
となども，その都度書き綴る。検証方法や結果の記
録の仕方，実験結果をどうとらえ，次時に活かして
いくのかなども丁寧に伝えていった。また，追究を
終えた後レポートを書くことで，自分たちが初めに
考えた物質の分類を再び構成し直し学びを振り返った。
これらの学びを通して，一人一人が生活の中には
たらき，自然を見つめていく目，すなわち「自然観」
を育めたらよいと考えた。
２ 学びのストーリー
 身のまわりにある物質を分類する （第１時）
「身のまわりには，たくさんものがあふれている
ね。それらの物は使い終わった後どうしているの。」
単元に入ってすぐ，このような発問をした。
生徒：ゴミとして捨てています。
教師：すべてゴミとして捨てているのですか。
生徒：服などはリサイクルに出すこともあります。
生徒：ペットボトルはゴミとして捨てるけど，その後リサイ
クルされていると思います。
そこで，教師から次のようなことを伝えた。
教師：いろいろ分別して捨てているわけだね。では，ここに
ある物は，皆さんの身近にある物です。みなさんから
もいくつかいらない物を持ってきてもらいました。こ
れらを分別してもらいたいと思います。
生徒：ゴミの分別をすればいいのですか？
教師：それにとらわれなくてもいいよ。自分たちで，話し合
って理由を言うことができればそれでかまいません。
子どもたちは，早速ホワイトボードの上に実際に
物を置きながら話し合った。
和也は班員４人で話し合いながら，消しゴムやＣ
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Ⅰ－1 「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》としての実践」
目の前にある名前の分からない物質Ｘ。物質Ｘの正体を解明する
ためには，科学的な手法をもとに特徴や性質を調べなければならな
い。何をどのような方法で調べればいいのか，話し合いながら協働
で解明していく。ただ与えられた課題や方法で実験していくだけで
はなく，可能な限り自分たちで予想し，方法を考え，課題を解決す
るためには何を探ればよいか常に考え取り組む。悩みながら仲間と
アイデアを出して検証を繰り返すことで，子どもたち自身が何を探
究するのかを明らかにしていった実践である。
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Ｄなど１５種類の物を分類していった。
和也：どうやって分類する？
美奈：見た目で分けられるんじゃない。
和也：どうやって判断するの。
美奈：ぴかぴか光ってるのは金属だし，後は…。
久美：見た目じゃないけど，プラスチックは分類できるんじ
ゃない。
和也：柿の種の袋やＣＤは何？
正樹：光ってるし金属じゃないかな。
和也：袋は柔らかいし違う気がするよ。金属ってかたいんじ
ゃない？
美奈：そうかなあ。でも。光り方は金属と同じだよ。絶対金
属だって。
和也は，お菓子の袋について光っているが，柔ら
かく色がついていることから金属ではないと考えた。
しかし，光っているものは金属だという美奈の考え
を尊重し，「金属」に分類している。
班で話し合いの結果，分類した物は以下の図であ
る。
「金属」「ガラス」「プラスチック」「その他」に
分類してそれぞれを分けている。和也たちの班は発
表した際，「自信がない」と言っていた。「分類する
とはどういうことなのか」，「ガラスとは何か」，「何
を根拠に金属というのか」など，はっきり分からな
いまま分けていたようで，疑問でいっぱいになって
いた。
他の班も，同じスプーンでもプラスチックや金属
でできている物があること，同じコップでもガラス
やプラスチックでできている物があることを発表し
た。和也も，そもそも金属とは何か，プラスチック
も色や形が様々だが，どうやって分けるのかなどの
疑問を抱いていた。
そこで，各班の発表が終わった後，教師から，身
のまわりには様々な材料でできている物があり，例
えばコップはガラス製やプラスチック製，金属製の
物など様々な種類があること，外見で判断する場合
はコップを「物体」といい，物をつくっている材料
から判断する場合はガラスやプラスチックを「物質」
ということを伝えた。
和也だけでなく，物体が金属かどうか話題にして
いる班が多かった。よって，次のような提案をした。
教師：これから，今日分類した物体がどのような物質からで
きているか調べていきます。まずは，金属と金属でな
い物質を区別していきましょう
 金属と金属でない物を区別する （第２～３時）
和也は，お菓子の袋やＣＤが金属なのか，という
疑問を残していた。さらに，金属とはそもそも何な
のか知りたいと考えていた。
教師：金属と金属でない物質を区別するにはどうしたらいい
かな。金属ってどんな特徴や性質を持っているの。
正樹：金属は光っていると思います。あと，電気も通します。
和也：金属は磁石につきます。
玲奈：金属全部が磁石につくのではなくて，鉄が磁石につく
のでは。
金属はすべて磁石につくと思っていた和也は，玲
奈の発言で戸惑ったようだ。これまで金属すべて磁
石につくと思っていたため，このことについては，
これから行う実験で試してみることにした。クラス
の中から出た特徴や性質は，その他に次のようなも
のが出た。
・電気を通す ・磁石がつく（鉄のみ）
・光っている ・たたくとのびる ・燃える
・溶けて液体になる ・熱が伝わりやすい
「燃える」「溶けて液体になる」などの考えは，
これまでの実践でも挙がったことがない考えだ。実
験できると良いが，実際理科室でやるには難しいこ
とを伝え，それ以外から班で話し合い決定し実験す
るよう伝えた。
和也の班は，「電気が通るか」「磁石につくか」「熱
がはやく伝わるか」について調べることにした。和
也の班は，「電気が通るか」については，電池をつ
なげ豆電球が光るかどうかを確かめた。また，「熱
がはやく伝わるか」については，熱湯につけて比較
して確かめた。比較的速く伝わる物を○，伝わりに
くい物を×とし結果として表している。実験結果は
次の通りである。
和也たちの班が考えた分類図
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この実験で和也たちの班は，ＣＤとお菓子の袋に
ついて金属だと予想していたが豆電球が光らなかっ
たことから，金属とは断定できなかった。しかし，
納得することができない和也は，この後追究を続け
た。表面と内側の物質が違うのではないかと考え，
割ったりめくったりして分解し，いくつかの物質が
混じり合わさってできていることを明らかにしてい
る。その後，サンドペーパーでこすると電流が流れ
ることを確かめ金属でできていると確認した。また，
鉛筆やシャーペンの芯については，電流が流れるこ
とで金属が入っているのかもしれないと考えた。し
かし，磨いても光らないこと，さらにはクラスで結
果を出し合った際，健太から炭素は金属ではないが，
電流が流れるということを聞いて物質は炭素である
とことが分かった。熱の伝わり方については，実験
にあまり正確性がないことに途中で気づき，金属で
あるかどうか判断する参考にしただけにとどまって
いる。
この実験の後，クラスの中で金属の性質には①電
流が流れる②金属光沢がある③熱をよく伝える④た
たくとのびる⑤鉄など一部の金属は磁石につく，な
どがあること，またそれ以外の物質を非金属と呼ぶ
ことを確認した。
 金属をさらに区別する （第４～５時）
物質は金属と非金属に分類できることを学んだ子
どもたち。では，その金属をさらに区別するにはど
うしたらいいか。子どもたちは，前時までの実験で，
金属の中には鉄があることを学んでいる。和也は，
同じスプーンでも磁石につく物とつかない物がある
ことを他の班の結果と比較して疑問に思っていた。
和也：同じ金属のスプーンでも，磁石につく物とつかない物
があるみたいだね。
美奈：そうなの。色も黄色に近い物もあるし。
和也：金属を区別するにはどうしたらいいかな。
正樹：電気の流れやすさとかが違うんじゃないかな。
和也：他にも何か方法ないかな。
和也たちの他にもこのような疑問を抱いている子
が多い。よって，次のように投げかけた。
教師：和也たちの班は，同じスプーンでも磁石につく物とつ
かない物があることに疑問を持っているのだけど，金
属をさらに区別するにはどうしたらいいかな。
健太：熱の伝わり方を比べたら分かると思うよ。
教師：どうやって調べるの？
健太：金属にロウをつけて，そのロウの溶け方を比べればい
いと思う。
教師：なるほどね。その他に方法はない？
優紀：比重を調べるといいと思う。
教師：比重って何かな，詳しく教えて。
優紀：同じ体積の重さを比べることです。
この方法以外に，「電気の流れやすさ」，「陽子の
数」，「融点と沸点の違い」などが出された。しかし，
この実験室で調べるには限界があることを伝え，優
紀の考えた方法である「比重」を使って区別するこ
とにした。「ロウの溶け方」については，子どもた
ちの中から出たものの，小学校の時に調べた方法で
あるという意見から，今回は実験しないことにした。
しかし，小学校ではどの金属が伝わりやすいかなど
については詳しく解明していない。子どもたちの中
には，これにこだわっていた子もおり，もう少しじ
っくり話を聞き調べた方が良かったのではないかと
感じている。
次に，「比重」は理科では「密度」ということ，「密
度」は金属の場合１あたりの質量であり，質量と
は場所が変わっても変化しない物質そのものの量で
あることを伝えた。
その後，物質名の分からないＡ～Ｅの５つが何か，
密度から導き出した。まず実験をする前に，実際に
物質を手に取り，手触りや質量を比べ，これまで学
んだことを思い出しながら予想を立てた。和也の予
想は，Ａが木，Ｂがアルミニウム，Ｃが銅，Ｄが鉄，
Ｅが鉛である。
質量を量った後，一定量の水を入れたメスシリン
ダーに物質を入れて体積を測定して，計算により密
度を求めていった。その後，理科資料集で物質の密
度を調べ，近い値のものを断定した。和也たちの実
験結果は以下の通りである。
誤差はあるものの，物質名を導き出している。こ
の結果については，他の班の結果とも比較してより
確かなものにしている。和也はこの実験によって「物
質によって密度は違うこと」，「密度を調べれば金属
だけではなく，他の物質も何か分かること」を知っ
た。この後，家から持ってきたスプーンが何という
物質でできているか調べている。その結果，「銀」で
あることを導き出している。
 プラスチックはどのように分類されるのかを探る
（第６～７時）
日常生活において，プラスチックはいろいろな用
途で使われている。ペットボトル，クリアファイル，
下敷き，消しゴムなど子どもたちの身のまわりにも
プラスチックでつくられた多くのものがある。第１
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時に物質を分類したときもプラスチックでできた物
体が一番多かった。そこで子どもたちに聞いてみた。
教師：みんなの身のまわりにはプラスチックでできた製品が
たくさんあるね。分類したときも一番多かったね。で
は，どうしてプラスチックがこんなに増えてきたのか
な。
子どもたちからは，「軽い」「丈夫である」「さび
ない」「割れにくい」「電気を通しにくい」「衝撃に
強い」などの意見が出た。また，「割れやすい物も
ある」「燃やすと有害な物質が出る」「石油が原料で
限りがある」など良くない点についても意見が出さ
れた。
和也は，仲間の意見を聞いてプラスチックには
様々な種類があることを知った。また，ペットボト
ルは丈夫であるが，プラスチックでできたおもちゃ
がすぐ壊れた経験を仲間に話した。
そこで，実際にどのような種類があり，身近にあ
るプラスチックがどのような性質なのかを調べてみ
ることにした。
まず，主なプラスチックの種類としてポリエチレ
ンテレフタラート（PET），ポリエチレン（PE），
ポリ塩化ビニル（PVC），ポリプロピレン（PP），
ポリスチレン（PS）の５種類の特徴と性質を学ぶ。
さらに身のまわりの物質がこの中のどれに当てはま
るのか調べた。
和也たちは，まず，５つのうち１種類しか反応し
ない「バイルシュタイン反応」と「リモネンによる
反応」を確かめた。それにより，まず，座席表のケ
ースが PVCであること，トレイが PSであること
を明らかにした。次に燃やしたときの様子を確かめ
た。
美奈：においはどれもするんじゃない。
久美：Ｄは確かに臭いし固まったよね。Ｃはにおいがした？
和也：少ししたかな…。Ｃはのびてピンセットについたよね。
正樹：これ PETじゃない。そういえばペットボトルって，
洋服の繊維になるって聞いたことあるし。
和也：そうなの？じゃあ，もう一回燃やしてのびるか確かめ
ようよ。
美奈：そうしよう。
和也たちは，Ｃ，Ｄ，Ｅについて悩んでいたが，
再度燃やしてのび方を確かめた。その結果長くのび
ることを確認し，Ｃが PETであるという結果を導
き出している。正樹の発言と，再度実験をして性質
を確かめたことから，ペットボトルが繊維となって
洋服にリサイクルされていることを実感したようで
あった。
また，臭いや燃え方でははっきり分からなかった
ＤとＥも，他の結果から PPと PEであることを導
き出した。ここでは，より多くの実験を重ねること
で正確な結果が導き出せることを学んだようだ。和
也たちが導き出した結果は次の通りである。
密度を求める実験では，誤差が大きく結果も正確
に出なかった班も多かったが，今回はどの班もすべ
て同じ結果になった。より現象をしっかり見て正確
に確かめ，納得しない場合は再度調べる班が多くな
ったことが理由であろう。
 名前のわからない物質Ｘの正体を解明する
（第８～９時）
教師：今日はある物体をみんなに見せます。まず一つ目，物
体名は白い粉です。二つ目，物体名は白い粉です。三
つ目，物体名は白い粉です。四つ目，物体名は白い粉
です。最後五つ目，これも物体名は白い粉です。
芳人：何それ。全部同じなの？
教師：どれも物体名は白い粉，でも物質名が違う。この物質
は，どれもみなさんの身近にあるものです。またはよ
く知っているものです。
和也：全員が知っている物なのですか。
教師：そうです。みなさんには，ここにある５つの物質につ
いて正体を解明してもらいたいと思います。
これまでの課題とは違い，未知の物質を探るとい
うことで，子どもたちは戸惑いながらもワクワクし
ているようである。まず，調べる方法についてどん
な方法があるかクラスで意見を出し合った。それを
ヒントに調べていくことを提案した。
和也たちの班は，手触りと見た目から予想を立て
た。さらに，加熱し様子を見る，水に溶かす，ヨウ
素液による反応を調べることにした。結果は，次の
通りである。
和也たちは，Ｅについて最後まで悩んでいた。ヨ
ウ素液に対する反応は青紫色になり片栗粉と同じで
あるが，水に溶かすと気体が発生したことに疑問を
抱いていた。
－理４－
８５
理
科
和也たちが再構成した物質分類図
和也：Ｅは片栗粉かな。でも，水を入れると気体が出たし。
片栗粉は反応しなかったよね。
久美：何だろう。身近にあるもので泡が出るものってある？
美奈：私は，知らないなあ。
久美：後，ここに出てない白い粉って小麦粉かな。
和也：そのくらいかな。他の班はベーキングパウダーって結
果出してるけど。
久美：そうなのかなあ。水で泡が出るのかな。
結局，和也たちの班はＥは小麦粉と考えたものの
はっきり結果は出さなかった。他の班は小麦粉とベ
ーキングパウダーに分かれた。また，Ｃについては，
すべての班がプラスチックと結果を出した。
 物質ＣとＥについてとことん追究していく（第１０～１１時）
前時までに５つの物体が何という物質でできてい
るか調べてきた。しかし，Ｃはプラスチックという
ことは分かったが，その中で種類は何かまでは明ら
かにしていない。また，Ｅはベーキングパウダーと
小麦粉という意見に分かれたままであった。そこで，
この２つについて明らかにすることにした。
まず，Ｃのプラスチックについては，これまで学
んだ方法で確認することにした。和也たちの班もリ
モネンによる反応，水に対する密度，加熱による様
子を調べてポリスチレンであることを明らかにした。
Ｅについては，実際に小麦粉とベーキングパウダ
ーを用意し，前時に行った実験と同じ方法で結果を
出し，Ｅの物質と比較した。
次の表は，和也たちの班の結果である。
以上の結果から，和也たちはＥをベーキングパウ
ダーであると判断した。和也たちは，この実験で，
BTB溶液の反応を調べている。これは，クラスで
結果を出し合ったときに，５班の洋平の考えに関心
を持ったからである。洋平は，Ｅは緑色に変化した
が後で黄色に変化したと発言した。それがどうして
なのか，和也自身も興味を持ち，この授業の後，再
度確認している。和也は発生した気体が二酸化炭素
であり，それが水に溶けて酸性を示したのではない
かと結論を出している。洋平の考えから関心を持ち，
自分で調べて疑問を解決し現象を明らかにしたので
ある。
この後，Ｃはトレイと同じポリスチレン（PS）で，
見かけは全く違うが同じ物質であること，同じ物質
は密度や性質が同じであることを伝えた。
また，Ｅはベーキングパウダーであり，この中に
は重曹やデンプンが入っていてそれぞれの性質を示
すこと，また２種類以上の物質が混じっている物を
混合物ということも伝えた。身のまわりには，純粋
な物質より混合物の方が多い。子どもたちも物質を
分類するときに，この性質で戸惑っていた。正樹は，
お菓子の袋は光，気体，水を通さないというアルミ
ニウムの利点と，形をくずさないというプラスチッ
クの利点を組み合わせてできていることも調べてい
る。
 物質分類図を完成させ，学びを振り返る（第１２時）
これまでの実験を通して子どもたちは物質につい
て自分なりに分類ができている。よって，これまで
学んだことを生かして物質を再び分類し直してみる
ことにした。
久美：どうやって分ける？
正樹：まず，金属と非金属に分かれるのでは。
和也：確かにそうだね。大きく分けるとそうなるね。じゃあ
無機物と有機物はどこに入る？
美奈：非金属のここじゃない？
和也：でも，金属も無機物だよね。
正樹：そうだね。線で結ぶことできないよ。どうしよう。
和也や正樹は，無機物や有機物を一つの輪のよう
な仲間と考えている。よってしばらく分けられずに
いた。そこで，久美の提案で物質をホワイトボード
に置いて考えることにした。
久美：別に，無機物は一つでくくらなくてもいいんじゃない。
こんなふうにしても。
和也：なるほど。そうか。金属も無機物でこうやって表せば
いいのか。じゃあ混合物はどうする。
美奈：この真ん中に表せばいいよ。どう。
和也：僕もそれでいいと思う。
まず，和也たちは金属と非金属を分け，その中で
有機物と無機物に分けた。また，２種類以上が混じ
っている混合物をその間においた。今回の混合物は
金属と非金属が混じっていたためこのように分類し
たようだ。これまで学んだことを活かして分類され
ていった。
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 レポートで学びを振り返る （第１３～１５時）
授業の最後に，これまで調べたこと，学んだこと
を各自がレポートにまとめた。毎時間の結果や考察
は自分のノートに記録を残しているが，それをレポ
ートにして学びを振り返ることで，課題解決の道の
りを再度辿ることができる。レポートを書きながら，
実験の意味をつかみなおしたり，実験から得た事実
を再認識したりすることで，これまでの知識が活用
され，より深い理解につながっていくのである。
今回，レポートを書くことは子どもたちにとって
初めての試みであり，何のためにレポートを書くの
か，どのように書くと後で見直したときわかりやす
いかなども丁寧に伝えた。時間も十分とり，報告書
や授業ごとの振り返りをじっくり見直しながら学び
を辿っていった。
－和也のレポートより－
最後に，今まで学んできたことを使って物質分類図を完成
させた。金属と非金属，有機物と無機物…といったように，
最初に分類してみた物体を，まず，金属と非金属に分け，そ
の中でも有機物と無機物に分けた。また，２種類以上の物質
がまじっているもの＝混合物もその間においた（実際，物質
分類図を作ったときに混合物においた３つの物体は金属と非
金属が混合していた）。最初に分類した図よりもすっきりし
ていて，分類の仕方というのがはっきりしている。というの
も，最初に分類した方は金属・ガラス・プラスチックといっ
たようにはっきり分かれていたが，今回学習し終えた後の分
類図は金属と非金属，有機物と無機物，といったように対に
なっているからだ。
ほかの班も１０班とほぼ同じ結果であった。今まで学習して
きたことを最大限使って分類している。
これらの実験から，まず，物質を分類する方法は１つでは
ないことがわかった。また，大きく分類した中でも細かく分
類でき，しかし分類するには１つ１つの特徴をつかむことが
重要だとわかった。今回新しく出てきた言葉はたくさんあっ
たが，これらを活用することによってさまざまなものを分類
できるというわけだ。僕が物質を分類するときに一番大切だ
と思ったことは，いろいろな方法を実際に試し，班やクラス
メイトと協力しながら，１回１回を集中して実験することだ
と思う。
僕は，はじめに物質を分類しようとしたときに，何も知ら
ずに分類したので自信がなく，どのように分類すればよいの
かとても気になっていた。実際，実験する内容や出てきた言
葉は多かったが，自分の手で実験を行ったり表を作ったりす
ることによって新たな疑問や発見が出てきて，そうして実際
にやってみることはこれからも重要になっていくと思った。
特に，混合物は興味がある。身のまわりは混合物が多くこの
分類もうまくいかないところが多かった。なぜ混合物にする
と良いのか，混合物を元に戻すことはできないのか調べてみ
たい。しかし，人間の手でやっているので班によって実験結
果にばらつきがあった。そんな時も，情報を交換し合ってよ
り正確な結果を出すことはとても大切だともわかった。これ
からもこのようなことを常に頭の中に置いておきながら学習
していきたい。
この振り返りから，はじめは何もわからず疑問を
抱いて分類したことがわかる。しかし追究すること
により和也自身の思考がはっきりしていく様子がう
かがえる。
さらに和也は，他の班の分類についても考察して
いる。仲間が考えた分類と自分が考えた分類方法を
比較し，分類する方法は一つではないことを理解し
たのである。すなわち，分類を自分たちの思考過程
からだけでなく，一歩外から客観的に他の班と学び
を比較しつなげ，科学的概念として学んだのである。
和也は，その他にも混合物については未だはっき
りしていないことを綴り，反対に分けることはでき
ないのか課題をもっている。これは，この後２年生
の単元「化学変化と原子分子」の分解や還元の学習
で解決していくことになる。今回は解決していない
が，和也自身が２年生になった時に，再度このレポ
ートを読み直し振り返ることで，探究で抱いた疑問
や学びを思い起こすであろう。これらにより，理解
がより確かなものになり，粒子という物質概念が育
まれ，単元と単元の学びがつながっていくのである。
この後，班による読み合いも行い，互いに評価し
て，授業を終えた。
３ 省察
子どもたちが学びのつながりを実感するために
本実践において，子どもたちは単元の最後にレポ
ートを書いた。レポートを書くことで子どもたちに
どのような力が育まれるのか。
レポートは，何が分かったかを書くだけでなく，
実験方法やその方法から導き出された結果などのプ
ロセスを書く。つまり「発意－構想－構築－遂行・
表現－省察」という課題解決への道のりを再度辿る
ことであり，自分の追究過程を振り返ることになる。
レポートを書きながら，検証した意義を捉えなおし
たり，得た事実を再認識したりすることで，これま
での知識が活用されてより深い理解となっていく。
追究途中に記録した数値も，表にしたりグラフにし
たりすることで他の物質との関係やその物質の特徴
がより明確になる。また，理解したことを文章にし
て表すことで思考がつながっていく。すなわち，レ
ポートは思考力が育まれる場でもあり，曖昧だった
思考が，単元全体をつなげることにより学びのつな
がりがより確かなものになる場になるのである。レ
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ポートを書くことで，探究を自分のものとしている
のである。
和也もレポートで自分の学びを振り返り，分類に
ついて新たな学びを実感している。他の班の分類方
法を知り，自分の班と比較する。現象を，再度自分
の思考の中で図式化し，図式と図式の関係をさらに
整理しているのである。すなわち，分類を科学的手
法として捉えているだけでなく，科学的概念として
捉えているのである。
和也は，今後，科学的手法を利用し実験していく
ときや粒子概念を学んでいくときにレポートを読み
返す。自分自身の過去の学びを辿ることで，経験と
今の学びがつながり，さらに思考が広がっていく。
これが次の学びにもつながり連鎖していくのである。
その他にもレポートは，後輩に学びを継承してい
く役割を担っている。後輩が，和也の学びと自分の
学びを比較したり再確認したりしながら学びを広げ
ていくのである。
３年間の学びの第一歩として
これまで，教師はカリキュラムをはじめ１年生か
ら３年生までの学びを断片的に捉えがちであった。
しかし，今回の実践では，３年間の子どもの成長を
踏まえた上で理科の学びを捉えられた。これは成果
といえよう。
子どもたちにとって初めての化学領域であったこ
とで，３年間の子どもたちの学びのつながりを意識
するよう心がけた。また，理科の協働探究とはどう
いうものなのかを，子どもたち自身が学びながら実
感できたらよいと考えて取り組んでいった。そのた
め，子どもたちの生活との関わりを大切にして，物
質にはそれぞれ特有の性質や特徴があり分類できる
こと，その性質や特徴を活かして様々な物がつくら
れ使用されていることも実感できるようにした。
発意をもつ場面では，小さい疑問も取り上げなが
ら，それをどう子どもたちに返していったらいいか
を考えた。また，それらの疑問や発見をクラスで取
り上げ，それを中心とした追究にしていくという過
程も大切にした。それらが，将来につながる物質観
を育む一歩になると考えたからである。これにより，
子どもたちの追究していく意欲は高まったように感
じる。解決方法をクラスで話し合う際にも挙手し発
言する子どもも多くなった。仲間の発言に対して，
自分の考えを述べ，さらにそれに対して発言すると
いう場面も見られた。友達に対して「この部分は賛
成するが，ここが違う」「その方法もいいが，この
方法のほうがより正確に測定できる」など，考えを
伝え合う場面も見られ，協働で探究する意義を少し
ではあるが理解したのではないだろうか。
今回は，追究していく途中で，科学的な手法の基
礎の習得も大事にした。同時に，子どもたちの学び
の筋を大切にしながら，実験方法を考え，解決する
ことを繰り返し行った。これにより，理科を学ぶ方
法を体感していくことができたように感じる。追究
の仕方の基本，記録の仕方，話し合うマナー，正確
かつ安全に実験をしなければならないことなど，科
学的な探究方法の基礎も育めた。さらには子どもた
ちも，「疑問」や「矛盾」を明らかにすることで探
究する楽しさを感じ，「学びを実感する」ことにつ
ながったように感じる。
子どもたちの筋で展開する授業づくり
今回は，子どもたちに寄り添い，発意や疑問を大
切にしながら授業を行うことを心がけた。子どもた
ちの疑問や発見を，できるだけくみ取ることを大切
にした。しかし，第１０時の白い粉を解明する場面に
おいては，教師の思いが前に出て，子どもたちを焦
らせてしまう結果となった。追究する時間について
も子どもたちに配分を伝えたが，じっくり追究して
いくには短かかった。子どもたちは，手際よく役割
分担をして結果を導き出していたものの，事実や現
象をじっくり見て，仲間とそこから生じた疑問や発
見を共有して新たな追究につなげるには不十分であ
った。「もう少し時間があったら，プラスチックの
他の性質を確かめたかった」などが，子どもたちの
レポートに書かれていたことからもわかる。
また，追究の途中では，いろいろな場面で子ども
たちのアイデアや発想の素晴らしさを感じた。それ
を丁寧に取り上げ，表現したり追究したりできる場
面があった。しかし，教師がそれを適切に子どもた
ちに返してやるところまでは至らなかった。子ども
たちにとっては一瞬一瞬がたった一回きりの授業で
ある。子どもの学びにつながりを生むために，教師
の見取りの大切さや，授業のデザイン力の必要性を
改めて感じる実践となった。 （永廣 裕子）
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